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ビジネス・インキュベーション
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起業家を育てる「起業家」

① インキュベーション事業をどのような組織設計の下
で運営すべきかを再検討する必要あり。

② ＩＭの仕事は地域の産業創造の支援。卒業後に実質
的な支援に結びつく「企業等が参加しやすいネット
ワーク構築」意義を再確認。

③ ＩＭの仕事が「地域生活創造領域」の支援まで拡
がっている。これは、ＢＩ/ＩＭの新しい意義。
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ビジネス・インキュベーション
システムに係る研究者の役割

① 起業家を育てる「起業家」は既にＩＭとして登場し
ている。

② 産業および生活創造プラットフォームを機能させる
という視点から「ＩＭの活動環境（組織設計と運
営）」つくりに関わる。

③ 議論の余地はあるが・・・起業家を育てる「起業家
チーム」という考え方で、状況に応じチームメン
バーが適切な人財に交替。
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出典：http://jbia.jp/biim.html（2012.11.10）
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